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年あけましておめでとうございます。いよいよ２０２２年の始まりです。昨年は、新型コロナウィルスに翻弄され、自粛と

縮小に泣かされた一年でした。今年は、どんな年になるでしょう。コロナには、もうこれ以上翻弄されたくはないですが、

しっかり身構えながら前へと進んでいきたいものです。さて、今年、典礼が変わります。これまで、ミサ中、唱えていた言葉も大き

く変わります。ですから、上手に対応し、理解の上で慣れていくしかありません。少しずつ皆様には改めてミサ典礼について学ん

でほしいと思います。そこで、この一年はこの紙面お借りして典礼についての学びの場を提供していきます。典礼は、一年を通

して救い主イエスの誕生から復活を祝うものです。時節に応じて語られる神のみことばをしっかりと心に落とし込むためにも、ミ

サ典礼のことばに順応していきましょう。 

 

【祈りの心は沈黙】 

ミサ典礼は、会衆も司式司祭もただ一様に祈

りを唱えているわけではありません。祈りは会

衆全体によく聞こえるように唱えるだけでなく、

十字を切ったり、挨拶をしたり、動作も含みま

す。更に回心と賛歌を歌い、祈願を唱え、信仰

宣言等、様々な場面で祈ります。言葉と動作の

連携及び独唱、共唱、答唱等の祈り方にも留意する必要が

あります。また特に、祈る中で、大切な要素としての沈黙があ

ります。例えば、司式司祭が「祈りましょう」と唱えると、会衆

もまた沈黙します。それはほんの一瞬ですが、この短い沈黙

のうちに心を鎮めましょう。これは、まさに「聖なる沈黙」であ

り、祈りにおける大切な信仰感覚を養うものです。 

【公式祈願】 

 ミサ典礼における公式祈願には次の三つがありまです。集

会祈願、奉納祈願、そして拝領祈願です。奉納祈願を別に集

会と拝領祈願の前に、司祭は「祈りましょう」と唱えます。これ

が「聖なる沈黙」です。またこれらの祈りは、ほとんど父である

神に向かって祈る形をとります。時々、御子キリストに向かっ

て祈ることがあります。そのときは、祈りの結びが「世々とこし

えに。アーメン」となります。「・・・主イエス・キリストによって。

アーメン」で慣れているため、その時、「アーメン」と答えられ

ないことがあります。司祭の祈りに集中し、よく聞く必要があ

るのです。 

 

【祭壇への表敬】 

 入祭の時、司祭は奉仕者とともに祭壇の前で、

手を合わせて深く礼をします。信者たちは、とき

どき司祭の真似をして一緒に礼をすることがあ

りますが、その必要はありません。その後、祭壇

に近づいて、司祭は両手を祭壇につき深く礼を

します。これは祭壇に表敬を表しているのです。

また聖櫃が祭壇内陣にある教会では、祭壇に表敬する前に、

その聖櫃に向かって一礼をします。またクリスマス等の大祝

日には祭壇と十字架に献香することもあります。 

【ミサの初め】 

 ミサの始まりは、司祭は祭壇ではなく司祭

席などから「父と子と聖霊のみ名によって」と

十字を切りながら唱えます。会衆は応えて

「アーメン」と唱えます。次に、司祭は「主イエ

ス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わり

が皆さんとともに」と唱えます。これに対し、これまで会衆は

「また司祭とともに」と答えましたが、これからは「またあなたと

共に」と唱えることになります。これまでと違う応答に戸惑う

かと思います。そもそも言語を直訳すれば、「またあなたの霊

と共に」になります。しかし、日本では「司祭」と訳し唱えてき

ましたが、厳密には違うので、最終的な案として「あなたとと

もに」となりました。これはもう慣れていくしかありません。ご

理解、ご協力を願います。今後、ペンテコステで改編される典

礼について少しずつ解説していきます。 
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 ヨハネは、イタリア、トリノの貧しい農家 

に生まれた。幼いとき父親に先立たれたが、 

信仰深い母の影響で司祭になることを 

志し、神学校に進み、1841年に司祭に 

叙階された。トリノの貧しい青少年の教育 

のために、骨身を惜しまず活動した。彼は 

愛と優しさをもって子供たちに接し、「虫を 

取るためには、酸っぱい酢よりも、1滴の 

蜜のほうが効果がある」という聖フランシスコ・サレジオ（１

月２４日参照）の言葉を心に刻み、実行した。1859 年に

「サレジオ会」という男子修道会を設立し、1872 年にはマ

リア・マザレロを指導して「扶助者聖母会」（今日では、サレ

ジアン・シスターズと呼ばれている）という女子修道会を設

立した。 ヨハネのモットーは、「愛なくして信頼はなく、信

頼なくして教育なし」ということであった。両会は急速に発

展し、世界中に学校や施設を運営し多くの子どもたちの教

育にあたっている。日本でも、青少年のための学校教育を

始め、出版活動などをとうして大きな貢献をしている。 

                   （女子パウロ会聖人歴より） 

 

 

 

  

  

 救い主のご降誕と新年のお慶びを申し上げます。 

  イエスさまの 2022年を喜びのうちに歩んでまいりましょう。 

                                     

1月 14日   レデンプトール会の聖人（記念日） 1月 31日 

「見捨てられた人々の友」福者ペトロ・ドンダース司祭           聖ヨハネ・ボスコ司祭（記念日） 

 

1982 年に教皇ヨハネ・パウロ２世によ

って列福されたペトロ・ドンダースは、 酷

暑と熱病、貧困にあえぐ南米大陸で献身

的な働きをしたレデンプトール会員です。 

みずからもオランダの貧しい家庭に生ま

れた彼は、1841 年に 32 才で司祭に叙 

階。１年後には当時オランダの植民地だっ

た南米のスリナムで宣教活動にたずさわ

ります。密林が繁り、猛獣や毒蛇がひそみ、

マラリアや黄熱病がはびこるこの地で、ペトロは貧しい人々、病

気の人々のためにわが身を惜しまずに働きました。とくに後半の

30年間は、そのころもっとも恐ろしい病気とされていたハンセン

病患者のために生涯を捧げています。1860 年にスリナムでの

宣教はレデンプ トール会にまかされることになり、多くの同国人

司祭が帰国しますが、青年期に同会への入会を希望していたペ

トロは現地に残り、51才でついに長年の夢をかなえます。そして

77才で生涯を終えるまで、レデンプトー ル会の精神そのままに、

原住民や奴隷、病気の人など、もっとも見捨てられた人々のた

めに尽力し続けたのでした。 その聖性は、いまも多くの人々に

感銘を与えています。          （頭島光神父様より） 

 

     

        

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２５日、日中クリスマスのミサで洗礼式がありました。  

おめでとうございます。 

私達の兄弟姉妹となり、谷山教会の家族の一員となられた 

モニカ・小串
こ ぐ し

 愛理沙
あ り さ

様に神様の豊かな恵みと導きがあり

ますように。 

                                     

1月の教会歴 

 

マリアは月が満ちて、初めての子を産み、布にくる

んで飼い葉桶に寝かせた。宿屋には彼らの泊まる場

所がなかったからである。その地方で羊飼いたちが

野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしていた。す

ると、主の天使が近づき、主の栄光が周りを照らした

ので、彼らは非常に恐れた。 

 

 天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる

大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのため

に救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである。あ

なたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝ている乳飲み

子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしであ

る。」 （ルカ 2・6-12） 

洗礼式 

駐車許可証についてお願い 

谷山教会敷地内駐車について、混雑緩和また、整

理のため駐車許可証を発行することとなりました。 

つきましては、申請書にご記入いだき手続き完了の

後、駐車許可証をお渡しいたします。スムーズな移行

にご協力をよろしくお願いいたします。 
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２０２２年 1 月＜ミサ典礼＞の朗読及び先唱奉仕のお願い 

◆あけましておめでとうございます。さて、新しい年も始まり、今年もまた皆さんと共に美しい典礼を目指して、協力連帯

して神に賛美と感謝の祈りを捧げましょう。新型コロナウィルス感染症もオミクロン株が心配ではありますが、引き続き、

完全な終息を求め祈りましょう。第三回目のワクチン接種も始まるかと思いますが、教会でも感染症対策は万全を期し

て手指消毒、検温及びマスク着用、そして署名等を基本に継続します。なお、聖堂内の三密対策では人数を少し多めに

制限しつつ、歌も少しずつ歌っていきますので、ご協力願います。以下 1月のミサ典礼の朗読奉仕になります。よろしく

お願いいたします。 

 

◆入堂前の手指消毒及びマスク着用と検温、そして氏名等記入に協力願います。 

◆三密回避緩和として聖堂内への入場制限を引き上げ 85人とします(*但し、典礼奉仕者を除きます）。 

◆人数を超える場合は、玄関ロビーにてお願いします。泣部屋は子ども連れ家族のみとします。 

◆聖堂内では白印及びアルファベット文字を前にしてご着席ください❕換気、加湿はこれまで通りです。 

◆聖体拝領は一列に並び、前後 1ｍ程度、間隔を空けて前へゆっくりとお進みください。 

 

■1月典礼の先唱及び朗読の役割分担は以下の通りです。 

◇１月２日 主の公現主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 8・9 班 

◇１月 9日 主の洗礼主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 10 班 

◇１月１6 日 年間第2主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 1 班 

◇1 月２３日 年間第3主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 2・3 班 

◇1 月 30日 年間第4主日 午前９時ミサ～ライブ配信～先唱及び朗読奉仕 ● 4班 

 

★本年からペンテコステの巻頭言で＜新しいミサ典礼＞について、少しずつ解説していきたいと考えています。早速、

第一弾として「美しいミサ典礼」を投稿いたしました。ご参照ください。また、詳細について勉強されたい方は、２月３日

（木）午後６時半からクレメンスホールにて、「典礼研究会」を開催しておりますので、希望される方はお出かけくださいま

せ。また。神の恵みを願い、世界の平和と一致のうちに希望の光が闇を照らし出し、コロナ禍のなかにあって苦しむ人々

に生きる力と希望が与えられますよう、祈りましょう。神に感謝！ 

朗読奉仕頑張

ろうね 

頭島主任司祭提供 

1 月 5日 聖ヨハネ・ノイマン司教の記念日ミサ 10：30～谷山教会にて 

レデンプトール会の聖人 

1 月 5日 記念日 

「新大陸の羊飼い」 

聖ヨハネ・ノイマン司教 

 

「キリストのご受難、われを強めんことを」をモットーとして、独立したばかり

のアメリカで司教に専念した聖ヨハネ・ノイマンは、広大な新大陸にカトリック

信仰の礎を築いた人物です。当時アメリカでは、フランス、ドイツ、アイルランド

から移住してきた多くのカトリック信徒は異端視され、その多くが貧困のうちに

ありました。ボヘミアに生まれ海を渡ってニユーヨークで司祭叙階したヨハネ・

ノイマンは、彼らのために身を粉にして働いていましたが、過労の為に倒れ、そ

の療養中にレデンプトール会を知り、入会します。そして会員となった後は、前

にもまして貧しい人々を助けながら、管区長代理を経て神学校校長となり活

躍しました。1852 年フィラデルフィア校区の司教に任命されると、聖アルフォ

ンソと同じように、虐げられた人々のために司教館を開放し、一方で、青少年

のために百以上もの学校を設立し教育者として名を残しました。今も人々は彼

を「アメリカの学び舎の司教」と呼び親しんでいます。死後百年後の 1963 年

に列福され、1977年には列聖されました。 

 

2022/1/2 主任司祭 トマス頭島 光 

 



朗読奉仕者 掃除当番 班会

1日 （土）
　　　　祭日　　　　

　　10：00

2日 （日）
　　　祭日　　　

10:00 ➇⑨

3日 (月) 朝ミサなし

4日 (火) 朝ミサなし

5日 (水)
新年記念ミサ    

 10:30

6日 (木) 6:30

7日 (金) 19:00

8日 （土） 19:00 ⑩

9日 （日）
　祝日　　　　　　
6：30＆9：00 ⑩

10日 (月) 6:30

11日 (火) 6:30

12日 (水) 19:00

13日 (木) 6:30

14日 (金)
記念日　　　　
6:30

15日 （土） 19:00 ①
16日 （日） 6：30＆9：00 ①

17日 (月)
　　　記念日　　　

　　6：30

18日 (火) 6:30

19日 (水) 19:00

20日 (木) 6:30

21日 (金)
　　　記念日　　　

　　6：30

22日 （土） 19:00 ②③
23日 （日） 6：30＆9：00 ②③

24日 (月)
　　　記念日　　　

　　　6：30

25日 (火)
祝日　　　　
6：30

26日 (水)
　　　記念日　　　

　19：00

27日 (木) 6:30

28日 (金)
記念日　　　
6：30

29日 （土） 19:00 ④
30日 （日） 6：30＆9：00 ④

31日 (月)
　　　記念日　　　

　6：30

3日、4日は、教会はお正月休みの為閉鎖されます。　　　
　主任司祭は、個人黙想の為留守

令和4年（2022年）谷山教会01月の予定と祝日表（01月01日～01月31日）

日　　時 典礼と行事

神の母聖マリア　　　＊世界平和の日　　　　　　　　元旦　
元旦ミサ

主の公現のミサ/新成人と七草の祝福　　　　　　　　　　
＊14：00～ベトナム人共同体ミサ/アン神父様

聖ヨハネノイマン司教（レデンプトール修道会）記念日         
＊19：00召命ミサなし

朝ミサ       　　　　　 * 18:30/典礼委員会

初金ミサ

主日のミサ/主の洗礼

主の洗礼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主日ミサ/ミサ中入門式

年間第4主日/世界子ども助け合いの日/14：00～宣教部会

聖アグネスおとめ殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

朝ミサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　🚩成人の日

聖ヨハネ・ボスコ司祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

朝ミサ

召命ミサ　　　　　＜求道者勉強会シーズンⅥ＞8

朝ミサ/ボスコ神父様

福者ペトロ・ドンダース司祭（レデンプトール修道会）　　
朝ミサ/ボスコ神父様

年間第2主日のミサ/聖母の土曜日

年間第2主日

聖アントニオ修道院長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

召命ミサ　　　　　＜求道者勉強会シーズンⅥ＞9

朝ミサ

年間第3主日のミサ/聖母の土曜日

年間第3主日/ミサ後司牧評議会（司会1班/設営2,3班）

聖フランシスコ・サレジオ司教教会博士　　　　　　　　　　　
　　朝ミサ

朝ミサ/キリスト教一致祈祷週間（17日～25日）　鹿児島教区司祭大会（18～20日）

聖パウロの回心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　朝ミサ

聖テモテ　聖テトス司教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　召命ミサ

朝ミサ

聖書と教理－Ⅱ 毎週金曜日10：30～12：00 7,14,21,28日

レジオ・マリエ 毎週水曜日　14：30～ 5，12，19，26日

ロザリオの祈り 毎週火曜日　10：00～ 4,11,18,25、日

聖トマス・アクィナス司祭教会博士　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

年間第4主日のミサ/聖母の土曜日

今
月
の
行
事
当
番
班
は
1
班
で
す


